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1.はじめに 

PC 鋼より線がシース内のグラウト未充填部などで全断面破断した場合，破断したより線が充填区間において再

び定着することが知られている 1)．実際の構造物では，素線レベルの破断が生じると考えられ，また破断から発見

までに相当時間が経過していると考えられる．しかし，素線 1 本ごとの破断に伴う残留プレストレス量の変化や，

時系列変化などについては明らかとなっていない．そのため，本研究では，ポストテンション方式 PC 供試体を作

成後，PC 鋼より線の素線を 1 本ごとに切断し，残存プレストレスおよび切断後の残存プレストレス割合の経時変

化を評価した． 

2．実験方法  

2.1 試験方法 

 図1に供試体概要図を示す．φ20mm の鋼製スパイラルシースを設置した 100×100×1000mm の角柱供試体に，

コンクリート材齢 14 日以降にプレストレスを導入し，その後 24 時間経過時にグラウト注入を行った．導入プレ

ストレス量は，使用した PC 鋼より線 SWPR7PR の引張強度の 70%相当とした．また，緊張側の定着板と定着具の

間にラムチェアを挿入し，PC 鋼より線の切断空間

を確保している．導入後の温度ひずみおよび乾燥

収縮ひずみの影響を控除するため，プレストレス

導入後から気温 20±1℃，湿度 80±10%の室内に

供試体を存置した．PC 鋼より線の切断は，プレス

トレス導入後 8 日(グラウト材齢 7 日)において，

ディスクグラインダーを用いて行った．ディスク

グラインダーによる切断は素線を 1 本毎に行うこ

ととし，供試体表面に貼り付けたひずみゲージ(ば

らつき：2με以下)から，ひずみの変化量を測定し

た．また，切断後 7 日間のひずみの時系列変化も

評価した． 

3．実験結果 

図 2 に軸力導入時および切断直前・直後におけるコンクリート表面のひずみ分布を示す．図の縦軸は軸力導入

前を 0μの基準とし，圧縮側を負としている．また図の横軸はグラウトと空隙の界面を 0mm の基準とし，グラウ 

 

表1 使用材料および試験値 
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SWPR7PR 12.7 1824 191 早強 50.0  14.6 早強 47.3  37.1 
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図1 試験体概要およびひずみゲージの配置(単位mm) 
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ト充填側を正としている．また，コンクリートの乾燥収縮は，

別途無載荷の参照供試体を作製し，そのひずみ量を差し引くこ

とで除外している．図より，切断直前には軸力導入後からひず

みが 100μ程度負に増加していることが分かるが，これはクリー

プによるものと考えられる．  

次に，プレストレス量の残存割合   を以下の式(1)により定義

し，残存割合の変化について検討した．  

  
             

     
    ・・・・・(1) 

ただし，     ：緊張前後のひずみ変化量(μ)，     ：切断前後の

ひずみ変化量(μ)である． 

図3にPC鋼より線の素線を一本ずつ切断した場合におけるプレ

ストレス残存割合を示す．ただし，これらの値は切断直後のもの

である．図より，7本切断時においてプレストレス量が95%以上減

少する範囲は，グラウト界面から700mm (55φ)までとなった．こ

れは，プレテンション方式におけるプレストレス伝達長とほぼ同

じ結果である.次に，素線1本ごとの影響を確認する．図より，素

線切断によるプレストレス残存割合は，素線1本毎の切断で均等

ではなく，3～4本切断時までに大きく変化する傾向を示した． PC

鋼より線は，素線のよりを伴い伸縮する．そのため，素線の3～4

本が切断した段階で，PC鋼より線のよりが戻り，鋼材自体の変位

がほぼ解放され，プレストレス量が低下すると考えられる．ただ

し，芯線の切断は3～4本目に行っているため，芯線の影響も考え

られる． 

図4にプレストレス残存割合の経時変化を示す．プレストレス

残存割合が切断直後から時間経過により低下していることが分

かる．これは，プレストレス導入時に作用したコンクリートの圧

縮力がより線の切断により除荷され，時間経過とともに遅延弾性

ひずみが生じたためと考えられる．  

4．まとめ 

・コンクリート表面ひずみから得られる鋼材切断によるプレストレス影響範囲は 700mm(55φ)程度であった．これ

はプレテンション方式におけるプレストレス伝達長とほぼ同じ結果である． 

・素線切断によるプレストレス残存割合の変化は切断する素線ごとに異なり，また切断本数が 4 本を越えるまで

に大きく変化する傾向を示した． 

・プレストレス残存割合は，切断後から時間経過により減少していくことが確認された．これは，時間経過とと

もに遅延弾性ひずみが生じたためと考えられる． 

 なお，今回の検討では素線の切断順序を考慮していないが，一連の検討では切断順序の影響も考えられるため，

今後の検討課題としたい． 
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図3 プレストレス残存割合 

図 4 プレストレス残存割合経時変

化 

図2 コンクリート表面ひずみ 
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